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　全国にある護国神社や、戦跡の碑などにあわせて、建て
られているのが「傷痍軍人の碑」です。傷痍軍人という言
葉も最近ではあまり耳にすることはありませんが、全国に
は会組織として残っています。貝塚市の天文台がある善兵
衛ランドの横には、10メートル近い高さの忠霊塔ととも
に、傷痍軍人の碑があります。1982年４月の建立で、碑に
は「我らは過ぐる大戦、事変に際し、戦場において身をも
って現実に戦争の悲惨さを体験し、その後も苦難の生涯を
続けてきた。…再び戦禍の起こらないことを請い願い、ひ
たすら世界の恒久平和を祈念する」と書かれています。
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大
阪
近
郊
の
家
族
的
遊
園
地
と
し
て
人
気
の
あ
っ
た

「
玉
手
山
遊
園
地
」
が
閉
鎖
し
、
柏
原
市
立
玉
手
山
公

園
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
１
９
９
９
年
（
平
成

11
）
３
月
で
し
た
。
総
面
積
は
、
約
６
万
８
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
。
入
園
は
無
料
で
す
。
春
は
桜
、
初
夏
は

新
緑
と
ツ
ツ
ジ
、
秋
に
は
紅
葉
な
ど
、
園
内
に
は
自
然

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
風
の
大
遊
具
も
設

け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
玉
手
山
は
、
１
６
１
４
年
（
慶
長
19
）
の
大
坂

冬
の
陣
、
翌
年
の
大
坂
夏
の
陣
と
、
２
度
に
わ
た
っ
て

豊
臣
氏
と
徳
川
氏
の
合
戦
が
行
わ
れ
た
場
所
で
も
あ

り
、
と
く
に
豊
臣
氏
の
存
亡
を
か
け
た
大
坂
夏
の
陣
で

は
、
豊
臣
方
の
先
陣
・
後
藤
又
兵
衛
基
次
が
、
徳
川
方

の
大
軍
を
迎
え
撃
っ
て
討
ち
死
に
し
た
地
で
も
あ
り
ま

す
。
後
藤
又
兵
衛
は
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
の
豪
傑
武
将
。
黒
田
如
水
や
豊
臣
秀
頼
に
仕
え

ま
し
た
。
戦
い
は
、
現
在
の
市
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
や
す
ら
ぎ
の
園
」
が
建
っ
て
い
る
小
松
山
あ
た
り
を

中
心
に
、
玉
手
山
公
園
一
帯
が
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

公
園
一
帯
に
は
、
又
兵
衛
基
次
の
碑
を
始
め
と
し
て
、

両
軍
戦
死
者
供
養
塔
や
戦
跡
碑
、
徳
川
方
の
武
将
の
墓

な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
い
で
豊
臣
方
を
率
い
て
い
た
後
藤
又
兵
衛
基

次
は
傷
を
受
け
て
戦
闘
の
指
揮
が
と
れ
な
く
な
り
、
切

腹
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
後
藤
又
兵
衛
の
碑
は
市
立
玉
手
山
公
園
の
小
高

い
丘
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
坂
夏
の
陣
で
、
徳
川
方
で
討
ち
死
に
し
た

奥
田
三
郎
右
衛
門
、
山
田
十
郎
兵
衛
の
碑
も
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
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１
９
８
５
年
８
月
12
日
、
乗
客

乗
員
５
２
４
名
を
乗
せ
た
日
航
機

１
２
３
便
が
、
群
馬
県
御
巣
鷹
山

に
墜
落
し
た
日
航
機
事
故
を
め
ぐ

っ
て
、
取
材
に
か
け
ず
り
ま
わ
る

地
元
の
新
聞
社
と
新
聞
記
者
た
ち

の
姿
を
描
く
社
会
派
ド
ラ
マ
。
原

作
は
、
実
際
に
群
馬
県
の
地
方
新

聞
記
者
と
し
て
日
航
機
墜
落
の
取

材
を
し
た
作
家
・
横
山
秀
夫
の
同

名
小
説
。

　

日
航
機
墜
落
の
一
報
が
北
関
東

新
聞
社
に
入
り
、
編
集
部
で
全
権

を
任
さ
れ
た
デ
ス
ク
の
悠
木
和
雅

（
堤
真
一
）
の
記
者
と
し
て
の
大

事
故
を
扱
う
興
奮
、
中
央
紙
と
の

ス
ク
ー
プ
合
戦
、
組
織
や
家

族
と
の
衝
突
な
ど
を
お
り
ま

ぜ
て
、
感
情
が
激
し
く
交
わ
る
事

故
か
ら
１
週
間
を
描
く
人
間
ド
ラ

マ
で
す
。

　

と
く
に
、
事
故
の
直
後
か
ら
動

き
出
す
地
元
記
者
た
ち
の
取
材
活

動
。
社
長
や
編
集
局
内
の
確
執
や

販
売
局
と
の
対
立
と
い
っ
た
事
態

に
直
面
し
な
が
ら
、
編
集
局
内
の

動
き
を
追
い
ま
す
。
ま
た
同
時
進

行
で
、
時
間
も
不
規
則
な
記
者
た

ち
の
家
族
や
生
活
に
も
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
映
画
と
し
て
の
醍
醐
味

が
存
分
に
味
わ
え
る
作
品
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
マ
ー
で

あ
る
主
人
公
が
谷
川

岳
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

を
家
族
や
友
人
と
の

葛
藤
の
中
で
行
う
姿

も
印
象
的
で
す
。

　

タ
イ
ト
ル
の
「
ク

ラ
イ
マ
ー
ズ
・
ハ

イ
」
と
は
、
登
山

（
岩
登
り
）
の
時

に
、
興
奮
状
態
が
極

限
に
ま
で
達
し
て
、

恐
怖
心
が
マ
ヒ
し
て

し
ま
う
状
態
を
い
い

ま
す
。
新
聞
社
に
お

け
る
記
者
の
特
ダ
ネ

を
追
う
緊
張
感
と
興

奮
状
態
の
姿
を
だ
ぶ

ら
せ
て
い
ま
す
。

　夏の定番の歌のひとつ。江間章子／作詞、中田喜直／作曲。終戦
から４年後、1949年６月に石井好子の歌でNHKラジオ歌謡の中で
紹介されて全国に広まりました。この歌で尾瀬といえば水芭蕉が定
着し、６月のシーズンには登山者であふれます。江間章子は終戦の
前年に、隣に住んでいた青年に声をかけられて尾瀬に行った記憶が
あまりにも鮮明で、その時の情景を詩に書いたといいます。

♡いまも 心に響く　名詩･名歌･名語録

　夏の定番の唱歌というと、まず思い出されるのがこの「夏は来ぬ」。作詞：佐佐木
信綱、作曲：小山作之助のコンビの作品です。明治29年５月「新編教育唱歌集五」に
発表されました。１番の歌詞にでてくる卯の花はウツギ（空木）の花の略称です。現
在の教科書は、１番と５番のみの掲載ですが、５番まで順番に歌うと初夏の日本の風
情がしのばれます。「夏は来ぬ」は「夏がきた」という意味で「夏がこない」という
意味ではありません。この場合は「夏は来ず（こず）」といいます。

　

大
阪
ゆ
か
り
の
作
家
・
田
辺

聖
子
は
１
９
４
７
年
に
、
大
阪

樟
蔭
女
子
専
門
学
校
（
大
阪
樟

蔭
女
子
大
学
の
前
身
）
を
卒
業

し
ま
し
た
。そ
し
て
、２
０
０
７

年
６
月
、
母
校
の
大
阪
樟
蔭
女

子
大
学
創
立
90
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
、
大
学
図
書
館
内
に

田
辺
聖
子
文
学
館
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

田
辺
聖
子
は
幼
少
時
か
ら
古

典
文
学
に
親
し
み
、
多
く
の
少

　

大
学
の
校
門
を
入
り
、
す
ぐ

の
と
こ
ろ
に
図
書
館
が
あ
り
、

そ
の
１
階
の
ス
ペ
ー
ス
が
田
辺

聖
子
文
学
館
に
な
っ
て
い
ま

す
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
在
学

当
時
の
正
門
で
友
人
た
ち
と
並

ん
で
写
し
た
若
き
日
の
大
き
な

写
真
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

最
初
の
展
示
の
「
田
辺
聖
子
年

譜
」か
ら
始
ま
っ
て
、「
夢
ふ
く

ら
む
～
樟
蔭
女
子
専
門
学
校
で

の
田
辺
聖
子
」、「
夢
う
ま
れ
る

女
小
説
を
愛
読
し
ま
し
た
。
１

９
６
４
年
に『
感
傷
旅
行（
セ
ン

チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
）』

で
芥
川
賞
受
賞
。
作
品
に
大
阪

弁
を
使
う
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
作

品
で
人
気
を
得
ま
し
た
。
２
０

０
６
年
に
は
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど

を
元
に
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

『
芋
た
こ
な
ん
き
ん
』（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
阪
放
送
局
制
作
）
が
作
ら

れ
て
人
気
を
得
ま
し
た
。

～
文
学
少
女
セ
イ
コ
」「
夢
ひ
ら

く
～
」「
田
辺
聖
子
～
文
学
ウ
ォ

ー
ル
」
は
壁
一
面
に
び
っ
し
り

と
作
品
が
展
示
、
そ
の
表
紙
の

装
丁
の
面
白
さ
も
楽
し
め
ま

す
。

　

お
も
し
ろ
い
の
は
「
田
辺
聖

子
の
書
斎
」。大
き
な
ス
ヌ
ー
ピ

ー
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
は
じ
め
、

お
も
ち
ゃ
箱
の
よ
う
な
仕
事
場

は
見
る
か
ら
に
楽
し
そ
う
。
こ

の
空
間
か
ら
あ
の
田
辺
聖
子
ワ

ー
ル
ド
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
の

で
す
。

「
聖
子
ワ
ー
ル
ド
」の
明
る
さ
が
魅
力

田辺聖子文学館

（東大阪市）

「夏の思い出」

明るく楽しさあふれる田辺聖子さんの書斎

ミュージアムメモ

▼所在地／〒577-8550　東大阪市
菱屋西４－２－26　大阪樟蔭女子大
学小阪キャンパス図書館内 ▼交通
／近鉄奈良線小阪駅から徒歩５分

▼開館時間／午前９時～午後５時
（土曜は午後４時まで） ▼休館日
／日曜日、祝日、大学の休業日 ▼

入場料／無料 ▼問い合わせ／大阪
樟蔭女子大学図書館☎06-6723- 
8182

傷痍軍人の碑
（貝塚市）

大
坂
夏
の
陣
と
玉
手
山

（柏原市）

日航機事故をめぐる　　　
　　新聞記者たちの１週間

傷
痍
軍
人
の
碑
と
そ
の
碑
文

後藤又兵衛の碑と説明板

夏がくれば思い出す　はるかな尾瀬　遠い空
霧の中に浮かびくる　やさしい影　野の小道
水芭蕉の花が咲いている　夢見て咲いている　水のほとり
しゃくなげ色にたそがれる　はるかな尾瀬　遠い空

「夏は来
き

ぬ」

卯の花の　匂う垣根に
ほととぎす　夏も来鳴きて
しのび寝もらす　夏は来ぬ

「クライマーズ・ハイ」
映画の宣伝チラシから


